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心
に
は
咲
き
満

つ
日
あ
り
梅
三

分汀
子

わ
が
村
へ
通
勤
し
て
い
る
人
で
、

還
暦

を
優
に
超
え
な

が
ら
、
実

に

は
つ
ら

つ
と
し
た
方

が
い
る
。

あ

の
み
ず
み
ず
し

さ

が
、
う
ら

や
ま
し

い
。

話
を
聞

く
と
、

仕
事
の
か

た
わ

ら
、
あ

る
こ
と
の
研

究
に
没
頭
し

て

い
た
。
氏

は
今

、
成

果
の
発
表

に
向
け
て
努

力
を
続
け

て

い
る
。

自
分
な
り

に
資
料
を
収
集

・
整
理

し

、
分
析

・
考
察
と
忙
し

い

が
、

楽
し

そ
う
で

あ
る
。

ど
う
や

ら
、
こ
こ
ら
あ

た
り
に

若

さ
を
保

つ
秘
訣

が
あ
り
そ
う
だ
。

人
間
、
自

分
の
好
き

な
こ
と
と

Ｔ
に心
に
向

か
い
合
え

ば
、
自
然
に

子
不
ル

ギ
ー
や
勢

い
が
生

ま
れ
て

来

る
ら
し

い
。

う

ら
や
ま
し

か
っ
て

ぽ
か
り
は

い
ら

れ
な

い
。
も
う

、
春

な
の

だ
。

希
望

を
持
っ
て

、
夢
中
に

な
れ
る

私
な
り

の
テ

ー
マ
を
見
つ
け
よ
う

か
。

ま
ず
、
行
動

で
あ
る
。

い
つ

か

、
実

が
つ
く

か
も
知
れ
な

い
。

３
月

1992



広報よもぎた

豊
か
で
健
や
が
な
蓬
田
つ
子

を
育
て
る
た
め
に
！

十
二
月
二
十
六
日
（
日
）
村
中

央
公
民
館
に
お
い
て
、
幼
稚
園
か

ら
高
等
学
校
ま
で
の
会
員
と
教
育

関
係
者
約
百
十
名
が
参
加
し
て
村

連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
工
藤
義
則
会
長
）

主
催
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

村
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
開
催
さ
れ
る

研

修
会
は

、
「
豊

か
で
健
や

か

な
蓬
田

っ
子
育
成

に
、
親
達
は
今

何
を
す

べ
き
か
」

を
ス
ロ
ー

ガ
ン

に
子
供

の
健
全
育
成

を
願

い
、
こ

れ
ま
で

の
活
動
を
反

省
し

、
今
後

の
活
動

に
役
立
て
よ
う

と
意
見
を

出
し
合

い
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
活

動
を
積
極

的
に
展
開
す

る
た

め
に
開

催
し

て

今
年
で
十
三

回
目
に
な
り
ま
し
た
。

開
会

式

で

は
、

工

藤

会

長

が

「

実
践
報
告
や
意
見

を
出
し
合

い
、

会
員
相
互

の
情
報

交
換
を
す

る
中

か
ら
Ｐ

Ｔ
Ａ

の
活

性
化
に
結

び
付

け

ま
し

ょ
う
」

と
あ

い
さ
つ

が
あ

り

ま
七

た
。

来

賓
と
し
て
出
席
し

た
坂
本
昭

巳
助

役
、
坂
本
重
彦

村
議
会
副
議

長
よ
り
「
二
十
一
世
紀
を
担
う
子
供

達

の
た
め
に
熱
意
あ

る
活
動
に
対

し
て
敬
意

を
表
し
ま
す
」

と
お
祝

い
の
言
葉

が
あ
り
ま
し

た
。

引
き
続

き
、
県
教
育
庁

社
会
教

育

課
長

の
大

沢
憲
一
氏

が
「
豊
か

さ
の
か
げ
で
」

と
題
し
て
記

念
講

演
が
あ
り
「
今
子
供
た
ち
に
は
豊

か
さ
の
か
げ
で
、
精
神
不
在
、
心

の
貧
し
さ
が
現
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
は
ま
ず
地
域
づ
く
り
が
重
要
と

な
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
地
域
環

境
は
子
供
の
成
長
に
決
定
的
な
力

を
も
つ
。
そ
し
て
経
済
的
な
ま
ち

づ
く
り
か
ら
精
神
的
な
面
の
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。
心
と
物
と
両

方
の
観
点
か
ら
、
Ｐ
も
Ｔ
、
地
域

と
学
校
も
共
に
考
え
て
い
く
大
き

な
課
題
だ
」
と
講
演
し
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
の
後
二
つ
の
分
科
会
が
開
か

れ
①
「
子
供
の
健
全
な
心
身
の
成

長
を
図

る
た
め
、
父
母

の
在
り

方

は

ど
う

あ
れ

ば
よ

い
か
」
と
小

学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
小

鹿
重

一
さ
ん

が
話

題
提
供
し

ま
し
た
。

こ

れ
に
対
し
て
「
子

供
の
教
育

は
母
親

任
せ
と

い
う

パ
タ
ー

ン
か

ら
父
親
も

役
割
を
分
担
す

べ
き
」

「
子

供
に
物

の
与
え
過

ぎ
を
考
え

金

銭
教
育

を
す

べ
き
」
、
「
家

事
の

手

伝

い
を

さ
せ
る
と
と
も

に
親
の

慟

く
姿
を
見

せ
る
」
②
「
子

供
に

や

る
気
を
持

た
せ
る
た
め
の
学
校
、

家

庭
の
連
携

は
ど
う

あ
れ

ば
よ

い

か
」

と
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
越
田

守

恩給欠格者の皆様へ
請求はお済みですか

さ
ん

が
話

題
提
供
し

ま
し
た
。

こ

れ
に
対
し

て

「
子

供
の
長
所

を
認
め

、
ほ
め
る
こ

と
に
よ
っ
て

や
る
気
を
育

て
る
」
、
「
教
師
も
親

も
子
供

と
の
あ

い
だ
に

、
あ
た

た

か
い
人
間
的

ふ
れ
あ

い
を
も
つ
」
。

「
親
は
担
任
や

部
活

の
先

生
と
積

極

的
に
情
報
交

換
し
共
通

の
話
題

を
つ
く
る
」

な
ど
と
、
テ

ー
マ
に

沿

い
な

が
ら
活

発
な
意
見

が
出
さ

れ
、
今
後
の
活

動
に
役
立
て

る
こ

と
を
確
認
し
て
研

修
会
を
閉
じ

ま

し

た
。

平和祈念事業特別基金（総理府所管の認可法人）では、いわ

ゆる恩給欠格者の方で、外地等に勤務した経験を有し、加算年

を含めた在職年は３年以上で、請求時において日本国籍を有す

る方には内閣総理大臣の書状を、さらに70歳以上の方には高齢

者の順に併せて銀杯を贈呈しております。（圉次の方は、この事

業の対象になりません。

●年金たる恩給または旧軍人軍属としての在職に関連する年金

たる給付を受ける権利を有する方。

●恩給欠格者のご遺族および戦後、ソ連またはモンゴルの地域

に強制抑留されたことのある方。

●戦傷病者戦没者遺族等援助法上の軍属（雇員、傭人、工員）

および準軍属の方。

「請求書類の送付先・お問い合わせ先」

〒112 東京都文京区大塚5-3  -13

平和祈念事業特別基金　業務第１課

TEL 03-3945-4704

なお、請求書類は役場民生課の窓口にも置いてあります。

村ＰＴＡ研修会から 2



広報よもぎた

祝賀会！
優良ＰＴＡ文部大臣表彰受賞

日本ＰＴＡ会長表彰受賞

長
年
の
地
道
な
活
動
が
認
め
ら
れ
る

一
月
二

十
四

日
（

日

）
、
村

農
業
者

ト

レ
ー

テ
ノ
グ
セ

ン
タ
ー

に
お

い
て

、

歴

代

の
小

学

校

長

、
Ｐ

Ｔ
Ａ

会
長

、

教

育

関

係

者

ら

二

百

名

が

出

席

し

て

祝

賀

会

が

盛

大

に

挙

行

さ

れ

ま

し

た

。

午

後
十

二

時

三

十

分

か

ら

始

ま

っ

た

祝

賀

会

で

は

、

開

宴

に
先

立

ち

実

行

委

員

長

の

藤

田

尚

政

（

前

村

連

合

Ｐ

Ｔ

Ａ

会

長

）

さ

ん

が
あ

い
さ

つ

の

後

、

表

彰

状

の

伝

達

が

行

わ

れ
ま

し

た

。

来

賓

の
前

田

威

志

東

青

教

育

事

所

長

よ

り

「
Ｐ

Ｔ
Ａ

は

、
昭

和

二

十
二

年

か
ら

二

十

五

年

に

か

け

て

全

国

の
小

・
中

・

高

校

に

出

来

ま

し

た
。
蓬
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

は
、
会
員

総

参

加
で
児
童

と
一

体
と
な
っ

た
実

践
活

動

が
実
り
ま
し

た
。
ま

た
、

青

少
年
健
全
育
成

運
動
も
村
民

が

一

体
と
な
り
定
着
し

、
他
の
Ｐ
Ｔ

Ａ

の
模
範
と
な

る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

本
日
、
こ

の
栄
誉
に
輝

い
た

こ
と
に
よ
り

お
祝

い
い
た
し
ま
す
」

ま

た
、
米
内
山
正

機
県
Ｐ

Ｔ
Ａ

連

合
会

長
よ
り
「
日
頃

か
ら
の
熱
心

な
活

動
の
積
み
重

ね
が
こ
の
度

の

受
賞

に
結

び
つ

い
た
も
の
で
、
こ

れ
を
契

機
に
ま
す

ま
す

の
発
展

を

望

み
ま
す
」
と

お
祝
い
の
言
葉

が

あ
り

、
八
戸
良
次
郎
蓬

田
村
長

、

清

水
信
造
村
議
会
議
長

よ
り
賛
辞

を
贈
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

活
動
を
続
け
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
発
展
に

蓬
小
父
母
と
教
師
の
会
は
、
昭
　
寄
与
し
ま
し
た
。

和
四
十
七
年
四
月
に
統
合
、
合
併
　
　
と
も
に
、
昨
年
の
十
一
月
十
八

し
現
蓬
田
小
学
校
に
な
っ
た
年
に
　
日
、
東
京
で
受
賞
し
ま
し
た
。

発
足
、
以
来
児
童
の
健
全
育
成
に
　
　
開
宴
は
、
奈
良
尹
村
教
育
長
の

数
多
く
の
活
動
を
推
進
、
文
集
か
　
音
頭
で
村
の
酒
「
王
の
松
」
で
祝

わ
ら
版
の
発
行
、
子
供
と
教
師
と
　
杯
を
上
げ
、
先
輩
や
、
懐
か
し
い

親
の
三
者
が
一
体
と
な
り
実
施
し
　
先
生
方
と
今
日
ま
で
の
苦
労
話
が

て
き
た
清
掃
奉
仕
活
動
等
を
実
践
　
い
つ
ま
で
も
和
や
か
に
続
き
ま
し

し
て
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　た
。

工
藤
義
則
氏
は
昭
和
五
十
八
　
　
ま
た
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

年
よ
り
蓬
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
～
蓬
中
Ｐ
　

「
玉
松
太
鼓
」
の
音
が
威
勢
良
く

Ｔ
Ａ
会
長
を
経
て
現
在
、
村
連
　
会
場
一
杯
に
響
き
わ
た
り
受
賞
を

合
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
　
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

会
理
事
と
し
て
、
長
年
に
亘
っ
て

蓬 田 小 学 校 父 母 と教 師 の 会 発 足 か ら 今 日 まで の 主 な 歩 み

○ 東青教育 事務 所長、 東郡連 合ＰＴ Ａ会 長か ら会の運営 と 児童の健 全育成 が認め ら れ

表彰 を受 ける。 「50 年 、54 年 、58 年、61 年 、63 年 、計５回 」

○青 森県 ＰＴＡ 連合会 主催広 報紙 コン クール 入選「 第６回、 第７回 、第 ９回､ 第14 回 、

第15 回、計 ５回」

昭 和47.  4　 蓬 田小学 校父母 と 教師 の会 発足（旧 蓬田 、広瀬 ）

48.  10　 県 小研理 科公開 発表 会（ 多数奉 仕活動 ）

52.  9　 蓬 田小学 校創 立百 周年 記念 式典 挙行

54.  2　 蟹 田警察 署長 、蟹田地 区交 通安 全協 会長 から 、交通安 全の 意識の向上 で

表 彰を受け る。

55.  7　 ＰＴ Ａ奉仕 活動 に より校庭 にア スレ チ･ンク完成 、危険 箇所立札 設置

59.  11　 東 北ＰＴ Ａ連絡 協議 会長よ り表彰 を受け る。

60.  10　 県 小研社 会科 公開発 表会（ 多数 奉活動 ）

61.  11　 県 教育長 、県ＰＴ Ａ 会長か ら 児童の健 全育成が 認めら れ表彰 を受け る。

62.  10　 郡 保健大 会、学 校 公開 発表 会（ 多数 奉仕 活動 ）

平 成元 。 ５　蓬 田小学 校父母 と教師 の 会要覧作 成（ １号 ）毎 戸に配布 する。

元 。 ９　東 北ＰＴ Ａ研究 大 会（三三沢 大会 ）で 事例 発表す る。

2. 11　 県 教育広 報“ あお もりけん ”に蓬田小 学校 父母 と教師の 会の活 動を紹 介す

る 。

３． １　蓬 田村連 合ＰＴ Ａ２０周年記 念式典挙 行O

3. 11　 優 良ＰＴ Ａ文部 大臣 表彰を受 け る。

工藤義 則氏の 略歴

○ 蓬田小 学校ＰＴ Ａ会 長（昭 和58 年 ～61 年 ）「 ４年間 」

○ 蓬佃 中学校Ｐ ＴＡ会 長（昭 和62 年 ～63 年 ）「 ２年間 」

○ 村連 合ＰＴＡ 会長（平 成元年 ～ ）「３年 間」

○青 森県Ｐ ＴＡ 連合会 理事（平 成 元年～ ）「 ３年 間」

○ 東北ＰＴ Ａ研 究大 会運営者（ 元年 ）

○ 県ＰＴ Ａ研究 大会司 会者（ ２年 ）

●表 彰関係　　　　　　　　　　　　 ●感 謝状

60 年　 青 森県連 合ＰＴ Ａ会長 より　　 元年　 蓬 田中 学校ＰＴ Ａ会長 より

62 年　 東郡連 合ＰＴ Ａ会長 より　　　 ２年　 青 森県 連合ＰＴ Ａ会長 より

63 年　 蓬田ｙjヽ学 校ＰＴ Ａ会長 より

元年　 東北ＰＴ Ａ連 合会長 より

憂良ＰＴＡ・工藤義則氏祝賀会から

蓬田小学校父母と教師の会

工 藤 義 則 氏
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大回転に続々の入賞を果たす！

第４回東津軽郡スキー大会

日
頃
の
練
習
成
果
が
実
を
結
ぶ
！

郡
下
の
ス
キ
ー
人
口
の
拡
大
と

技
術
向
上
を
目
的
に
東
津
軽
郡
体

育
協
会
（
小
嶋
要
市
会
長
）
主
催

の
第
四
回
東
津
軽
郡
ス
キ
ー
大
会

が
、
二
月
二
日
（
日
）
三
厩
村
民

ス
キ
ー
場
に
お
い
て
、
選
手
、
関

係
者
百
五
十
名
が
参
加
し
、
大
回

転
、
距
離
競
技
に
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
名
誉
大
会
長
あ

い
さ
つ
、
小
嶋
大
会
長
あ
い
さ
つ

● ●

と
続
き

、
下

山
審
判
長

の
競

技
上

の
注
意

と
続

き
ま
し
た
。

選
手
代
表

は
、
伊
藤
武
則

（
三

厩
村

）
さ
ん
で

、
元

気
に
選
手

宣

誓
を
し
ま
し

た
。

競
技
は
、
午
前

十
時
三

十
分

か

ら
小
学
四
年
生

の
女
子
の
大
回

転

か
ら
始
ま
り

、
各
町

村
の
選
手

は

日
頃

の
練
習
成
果

を
充
分
に
発

揮

し

た
滑
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

大

回
転
の
競
技

が
終
了
後

、
距

離
競
技
が
行
わ
れ
選
手
は
、
大
健

闘
し
ま
し
た
。

表
彰
式
は
、
入
賞
（
一
位
～
六

位
）
し
た
選
手
に
は
賞
状
が
贈
ら

れ
、
三
位
ま
で
入
賞
し
た
選
手
に

は
「
金
」
「
銀
」
「
銅
」
と
そ
れ

ぞ
れ
大
き
な
メ
ダ
ル
が
与
え
ら
れ

ま
し
た
。

大
会
は
、
一
人
の
ヶ
が
人
も
な

く
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
大
回
転
（
女
子
の
部
）

一
位
　
森
　
　
華
子
〈
小
四
年
〉

戦後強制抑留者の皆様へ

四
位
　

飯
田

美
沙
子
〈
小
五

年
〉

◆
大
回

転
（
男
子

の
部

）

一
位
　

佐
井
　

鉄
治
〈
小
五

年
〉

一
位
　

越
田
　

正

也
〈
小
六

年
〉

二
位
　

中

村
　

勇
輝

〈
小
五

年
〉

二

位
　

乳
井
　

厳
公

〈
小
六

年
〉

三

位
　

坂
本
　

悟

一
〈
小
四

年
〉

三
位
　

工

藤
　

祐
樹

〈
小
五

年
〉

四
位
　

大
宮
　

裕

之
〈
小
四

年
〉

五
位
　

森
　
　

廣

野
〈
小
四

年
〉

六
位
　

東
沢
　
　

拓
〈
小
五

年
〉

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

請 求 は お済 みで すか

平和祈念事業特別基金（総理府所管の認可法人）では、戦後旧ソ連

またはモンゴルの地域において強制抑留された方、またはそのご遺族

に内閣総理大臣名の慰労品（書状・銀杯）を贈呈しております。

また、これらの方々のうち、年金恩給や公務員の共済年金などを受

給されていない方には、更に慰労金（10万円）が支給されます。

なお、請求期限は平成５年３月31日までです。

「請求書類の送付先・お問合せ先」

〒n2 東京都文京区大塚5-3  -13

平和祈念事業特別基金　業務第２課

TE Ｌ 03-3945一4703 ・ 4707

なお、請求書類は役場民生課の窓口にも置いてあります。
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決
意
を
新
た
に
勇
ま
し
く
！

二
月

十
二

日
（
水

）
新

年
に
向

け
て
団
員

の
志
気
を

高
め
、
決
意

を

新

た
に

す

る

た

め
村

消
防

団

（
坂
本
秀
行

団
長

）
の
初
午
祭

が

実
施
さ

れ
ま
し

た
。

消
防
団
初
午
祭
実
施
さ
れ
る

団
員

は
、
午
前
七
時
三

十
分

の

サ

イ
レ

ン
の
合
図

と
と
も

に
村
内

八

分
団
か
ら

、
団
長
以
下

百
三

十

名

と
ポ
ン

プ
自
動
車

が
出
動
し

ま

し

た
。
村

農
協
米
倉
庫
前

に
集
合
し

た

団
員

は
、
殉
職
消
防
団

員
に
対
す

る
黙

祷
を
し

た
後

、
八

戸
良
次
郎

村
長

、
清
水
信
造
村
議

会
議
長

、

成
田
長
八

郎
蟹
田
警
察

署
長
か
ら

人
員

・
姿

勢
・
服
装

の
検
閲

を
受

け
、
武
井
金

治
団
付
部
長

の
指
揮

の
も

と
、
村
農
協
米
倉

庫
前
か
ら

役
場
ま
で

村
議
会
議
員

ら
来
賓

が

見
守

る
中

、
分
列
行

進
を
行

い
ま

し

た
。
引
き
続

き
役
場
前
で

は
、
団
員

が
機
械
器
具

を
点
検
し

、
異
常

が

な
い
こ

と
を
報
告
し
ま
し

た
。

こ
の
後
、
越
田
悦
夫
副
団
長
よ
り

「
大

地
を
し

っ
か
り
と
踏

み
し

め

た
分
列
行

進
は
と
て
も
良
か
っ
た
。

特

に
第
五

分
団

は
良
か
っ

た
。

全

・
猿

ま
ね
が
　

ま

た
も
と
び
出

す
　

新

年
会
　
　

年
栄

・
芸
達

者
　

人
よ

り
猿
が
　

賞

を
受
け
　
　
　
　

絹
枝

・
首

に
縄
　

悲
し

い
目
を
す

る
　

猿
の
芸
　
　
　
　
昭
夫

・

孫
叱
る
　

こ

と
も
あ
ろ

う
に
　

猿

と
呼

び
　

ち

ゑ
子

体
的
に

は
良

好
で
あ

っ
た
」
と
講

評
を
受
け

、
坂
本
団
長

か
ら
「
新

年
を
迎
え

、
団
員
に

お
か
れ
ま
し

て
は
、
こ

れ
か
ら
も
心
新

た
に
防

災
、
無
災

に
努
力
し
て

ほ
し

い
」

と
訓
示
を
受
け

ま
し

た
。

引

き

続
き

、

八

戸
村

長

よ

り

「
歴
史

と
伝
統
の
あ

る
消
防
団
に

は
心
よ
り
感

謝
し

て

お
り

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域

住
民

を
火
災
や

災

害
か
ら
守

っ
て
ほ
し

い
」

と
あ

い
さ
つ

が
あ
り

ま
し

た
。

来
賓
を
代
表
し

て
、
清

水
村
議

会

議

長

、

蟹

田

警

察

署

長

よ

り

「
災
害
は

い
つ
や
っ
て
来

る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。

住
民

が
安
心
し

て

暮

ら
せ
る
に
は

、
消
防
団

の
力

が

必
要

で
す
」

と
祝
辞
を

い
た
だ
き

ま
し

た
。

最

後
に
ポ

ン
プ
車
の
村
内

パ
レ

ー
ド
で
防
火
を
呼

び
か
け
て

初
午

祭

を
無

事
終
え
ま
し

た
。

保険料は毎月

キチント

納めましょう！

国
民
年
金
保
険
料
を
毎
月
納
付

し
て
い
ま
す
か
。

老
齢
基
礎
年
金
は
、
二
十
歳
か

ら
六
十
歳
ま
で
の
四
十
年
間
の
う

ち
に
、
二
十
五
年
以
上
の
保
険
料

納
付
済
期
間
が
あ
れ
ば
受
給
資
格

は
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
保

険
料
未
納
期
間
が
あ
る
と
そ
の
月

数
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
病
気
・
事
故
な
ど
で
障

害
者
に
な
っ
た
と
き
の
障
害
基
礎

年
金
や
、
ご
主
人
が
不
幸
に
し
て

死
亡
し
た
と
き
の
遺
族
基
礎
年
金

も
、
保
険
料
未
納
期
間
が
あ
る
た

め
に
受
給
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

・

申
年
の
ヽ

無
事

を
祈
っ
て
　

チ

を
合

わ
せ
　
　

清
乃

・

羊
年
　

猿
の
ず

る
さ
に
　

追

い
出
さ
れ
　
　
　

尚
政

・

良
い

こ
と
は
　

猿

の
真
似
で

も
　

身
に
つ

け
る
重
彦

・
北
限
の
　

猿
飛

び
回
る
　

冬
日

和
　
　
　
　
　
　
増
吉

ま
す
。
「
納

め
に
行
く

の

が
面
倒

だ
」

「
後
で
ま

と
め
て
納

め
る
」

な
ど

と
思
っ
て

い
る
う
ち

に
滞
納

に
な

り
ま
す
。

こ
ん
な

と
き
は
、
次

の

制
度
を
利
用

す
る

と
納

め
に
行

く

手

間

が
は
ぶ
け
、
納

め
忘

れ

が
あ

り

ま
せ

ん
。

納
付
組
織

に
加
入

地
区

の
納
付

組
織
に
加
入
す

る

と
、
保
険
料

を
集
金
し
て

く
れ
ま

す
。

３月の土曜閉庁日は

14日と28日です。

ただし中央公民館、幼稚園、保育所、児童館は

これまでどうりです。

雪
不
足
と
心
配
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
例
年
並
み
の
積

雪
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
冬

は
寒
く
、
夏
は
暑
く
な
く
て

は
…
…



広報よもぎた

の
健
康
を
考
え
よ
う

その２

大人の場合

長
寿
国
日
本
だ
が
、
歯
の
寿
命
は
の
び
て
い
な
い

昭
和
三

十
年
頃
か
ら

の
三

十
年

で
平

均
寿
命

は
十
五
年
以
上

も
伸

び
、
人
生
八

十
年
代

と
な
り

ま
し

た
。
と
こ

ろ
が
歯
の
寿
命

は
、
同

じ

三
十
年
間
で
わ
ず
か
二
～
三
年
し

か
伸

び
て

い
な
い
の
で
す
。

そ
の

為

、
五

十
歳

を
過
ぎ
る

と
自
分
の

歯

が
な
く
な

っ
て
し
ま
う
人

が
増

え
て
き
ま
す
。

入
れ
歯

の
技

術

が

進
歩
し

た
と
い
っ
て
も

、
一

生
自

分
の
歯
で
食

べ
る
に
こ
し

た
こ
と

は
あ
り
ま
せ

ん
。

八
十
歳
ま

で
二

十

本
の
歯

を
残
そ
う

と
い
う
「
八

〇
二

〇
運
動
」

が
全
国
的
な
歯

科

保
健
運
動

と
し

て
行
わ

れ
て

い
る

現

在
、

い
ま
一
度

自
分
の
歯

の
健

康

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

々
実
行
で
き
に
く
い
状
況
に
あ
る

よ
う
で
す
。
歯
が
抜
け
る
の
は
年

を
と
っ
た
「
老
化
現
象
」
の
一
つ

で
は
な
い
の
で
す
。

歯
槽
膿
漏
の
症
状
と
し
て
、
Ｏ

歯
ぐ
き
か
ら
血
が
出
る
＠
ウ
ミ
が

出
る
＠
歯
ぐ
き
が
は
れ
て
痛
い
○

囗
が
臭
い
＠
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
す
る

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

症
状
が
あ
っ
た
ら
、
原
因
菌
の
歯

垢
（
し
こ
う
）
を
取
り
除
き
ま
し

ょ
う
。
そ
し
て
上
手
な
歯
み
が
き

の
仕
方
を
覚
え
て
一
本
で
も
多
く

自
分
の
歯
を
大
切
に
し
た
い
も
の

で
す
。

そ
こ
を

そ
う
し

す

る
つ
も
り
で
み

が
き
ま
し

よ
ヽ
つ
。

シ
ャ
カ

シ
ャ
カ

み

が
い
た
だ
け
で
は
表
面

の
汚

れ

し
か

と
れ
て
い
ま
せ

ん
。

み

が
い

た
と
、
み
が
け
た
と
で
は
違
っ
て
き

ま
す
。
○
歯

と
歯
ぐ
き

の
境
目
も

き
れ

い
に
み

が
く
。
＠

一
本

ず
つ

み

が
く
つ
も
り

で
。
＠

歯

み
が
き

剤
は
た
く

さ
ん
つ
け

る
必
要

は
な

く
、
つ
け

る
な
ら

ば
毛

の
半
分
位

の
量
に
す

る
。
＠

歯

ぶ
ら
し

は
最

低
で
も
月

一
回
は
交
換
す

る
。
＠

糸
よ
う
じ
ゃ

歯
間
ブ
ラ

シ
な

ど
を

上

手
に
利
用
す

る
。

歯
み

が
き
の
回
数
は
少

く
と
も

一
日
一
回

と
書

き
ま
し

た

が
、
食

事
の
後

の
茶

碗
洗

い
と
同

じ
に

考

え
、
歯
も
三
度

の
食
事

の
あ
と
に

み
が
け
る
よ
う

に
な

れ
れ

ば
、
も

っ
と

い
冖
と
田
ひ
い
ま
す
。

し
た
り
す
る
時
カ
タ
カ
タ
な
る
○

入
歯
が
あ
た
っ
て
歯
ぐ
き
が
痛
い

＠
食
べ
物
が
の
ど
を
通
ら
な
い
と

き
＠
よ
ほ
ど
話
が
し
に
く
い
と
き

は
、
決
し
て
我
慢
せ
ず
に
歯
医
者

さ
ん
に
み
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
入
歯
の
手
入
れ
法
に
は
次

の
事
が
あ
り
ま
す
。
Ｏ
一
日
一
回

は
必
ず
流
水
で
、
義
歯
用
ブ
ラ
シ

で
表
裏
バ
ネ
の
ま
わ
り
を
み
が
く

こ
と
、
そ
の
際
入
歯
の
端
で
な
く

真
中
を
持
ち
水
を
ば
っ
た
入
物
の

上
で
み
が
く
と
、
折
れ
た
り
こ
わ

れ
た
り
し
ま
せ
ん
。
＠
入
歯
を
は

ず
し
た
あ
と
の
囗
の
中
も
き
れ
い

に
み
が
く
こ
と
。
＠
よ
く
み
が
い

た
入
歯

は
入
歯
用

洗
剤
の
薬

液
か

コ

ッ

プ
の
水

に
入

れ
て

お
く

と
、

乾
燥
し
て

変
形
す

る
こ
と

が
あ
り

ま
せ
ん
。
○

寝
る
時

に
は
必
ず
入

歯
を
は

ず
し

て
、
圧
迫

さ
れ

ど
お

し

の
歯
ぐ

き
を
休
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

＠

寝

る
時
に
と
り
は
ず
す

と

、
顎

が
ガ
ク
ガ
ク
し
て
落
ち

つ
か
な

い

場
合

は
、
一
度
Ｏ
＠

の
手
入

れ
を

し

た
上

で
装
着
し
て

寝
る
よ
う

に

し

ま
す
。

こ
の
場
合

、
日
中
四
時

間
位
は

ず
し

て
歯
ぐ

き
を
休
ま

せ

以

上

の
こ
と
を
参

考
に
、
な

る
だ

け
自

分
の
歯

で

お

い
し
く
食

べ
て

い
き
ま
し
ょ
う

。

保健婦活動から

●
歯
は
な
ぜ
抜
け
る
？

第
一
の
原
因
は
虫
歯
で
全
体
の

5
4％
、
次
に
歯
槽
膿
漏
の
3
8％
で

す
。
こ
れ
を
男
女
別
に
み
る
と
、

女
性
は
年
齢
に
関
係
な
く
虫
歯
が

一
位
、
男
性
は
三
十
代
ま
で
は
虫

歯
で
す
が
、
四
十
～
六
十
代
で
歯

槽
膿
漏
が
一
位
と
な
り
ま
す
。
こ

の
病
気
は
予
防
で
き
ま
す
が
、
仲

●
上

手
な
歯
の

み
が
き
方

Ｏ

て

い
ね

い
に
す

み
ず
み
ま
で

み

が
く
↓

少
な
く

と
も
一
日
一
回

で
き

れ
ば
夜
寝
る
前

に
歯
の
す
み

ず
み
ま

で
み

が
き
ま
し

ょ
う

。
・
洗

面
所

に
立
た
な
く
て

も
テ

レ

ビ
ド

ラ

マ
を

み
な

が
ら
で

も
か
ま

い
ま

せ
ん
。
＠

い
ま
ど

こ
を
み

が
い
て

い
る

の
か
考
え
な

が
ら
み

が
く
。

唇

歯

と
歯

の
聞
か

ポ
イ

ン
ト
↓

歯

と
歯

の
聞
か
一
番
汚

れ
て

い
る
為

総
入

歯
の
人
も

部
分
入
歯

の
人

も
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

Ｏ

入
歯

が
歯

ぐ
き
に
心
地
よ

く
フ

ィ

ッ
ト
し

な
い
で
「
当

た
る
」
＠

ほ

お
を
頻
繁

に
か
む
＠

食

べ
た
り
話

・

義
歯
（
入
歯
）
の
方
に

6

本県の名産はりんごですが、そのりんごをかじって血がにじむ

ときは、歯ぐきに異常がある証拠です。あなたも簡単な歯ぐきの

健康チェックをしてみてください。次のものであてはまるものが

あったら、（　）内の点数をだしてください。

歯ぐきの健康チェック

① 朝 起 きた と き 口の 中が ネバ ネバ する　　　 （２ 点）

② な ん とな く歯 ぐ き がむ ず かゆ い　　　　　 （２ 点）

③ 歯 ぐ きの 色 が赤 く なっ てい る　　　　　　 （２点 ）

④ 歯をみがくときや､ りんごをかじったときに血がでる　 （５点 ）

⑤ 歯 ぐ きが は れて い る　　　　　　　　　　 （５点 ）

⑥ 歯 ぐ きを 指で お す と柔 ら か くなっ て いる　 （５点 ）

⑦ 冷 たい 水 やお 湯 が歯 ぐ き にし み る　　　　 （５点 ）

⑧ 口 臭 が気 に なる　　　　　　　　　　　　 （５点 ）

⑨ 歯 の根 が 露出 し 、歯 が グ ラグ ラ して いる　 （30 点 ）

歯そうのうろうの疑い

があり ます。

ずぐ歯科医に受診しま

し ょう。

あなたの歯ぐくは、

赤信号です。

歯科医の健診をうけ

ましょう。

あなたの歯ぐきは、

まず まず健康です。

これからもがんばって

歯をみがきましょう。

○ ～

10

点

11～

29

点

30
点
以上

歯
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将
来
は
、
ス
キ
ー
の

指
導
員
を
目
標
に
！

今
回
は

、
昨

年
の
四

月
（
高
校

卒

業

）
よ
り
父

親
の
仕
事
で
あ

る

板
金

業
の
後
継
者

と
し
て
、
ま

た
、

今

シ
ー

ズ
ン
か
ら
ス
キ
ー
場

の
管

理
を
村
よ
り
請
負
い
、
自
分
の
ス

キ
ー
技
術
の
向
上
と
、
村
の
子
供

達
ヘ
ス
キ
ー
指
導
に
と
頑
張
っ
て

い
る
阿
保
博
幸
（
広
瀬
）
さ
ん
に

取
材
し
ま
し
た
。

阿
保
さ
ん
が
今
の
仕
事
を
初
め

よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
中

学
二
年
生

の
時
か
ら
父

親
の
仕
事

を
手
伝

い
、
中
学
三

年
生
の
夏
休

み
に
は

、
正

式
に
ア

ル

バ
イ
ト

と

し

て
働
き

こ
の
時
に

、
父
親
の
仕

事
の
後
を
継
ぐ
こ
と
を
決
め
、
青
森

工

業
高
校

建
築
科

へ
と
進
学
し
、

技
術
面
や
健

築
の
イ

ロ
（

を
学

び

卒
業
し
ま
し

た
。

現
在
は

、
り

っ

ぱ
な
後
継
者
と

し

て
、

お
父

さ
ん
の
右

腕
と
し
て

働
い
て

い
ま
す

。

「
こ

れ
か
ら
は
、
仕

事
を
覚
え

る
こ
と
は
勿

論
で
す

が
、
自
分
の

仕
事
に
関

わ
る
人
と
人

と
の
繋

が

り
を
も
っ

と
も
っ
と
大

切
に
し
て

行

き
た

い
」

と
語
っ
て

く
れ
ま
し

た
。現
在
、

ス
キ
ー
場

の
管

理
を
し

な
が
ら
、
好

き
な
ス
キ

ー
を
楽
し

み
、
ま
ず
最

初
の
目
標

で
あ
る
基

礎

ス
キ
ー

の

バ
ッ
チ

テ

ス
ト

一
級

合
格
を
果
し

、
次
の
目
標

に
向
っ

て

練
習
に
も
熱

が
入
り
ま
す
。

「
年

々
、
ス
キ
ー
場

を
利

用
す

る
お
客
さ
ん

が
増
え
て
来

ま
し
た

が
、
特
に

お
父
さ
ん
、

お
母

さ
ん

に
お
願

い
！

も
っ
と
も

っ
と
子
供

達

を
ス
キ

ー
場

に
連

れ
て

来
て
、

子

供
達
の
可
能
性

を
延

ば
し

て
ほ

し

い
」
と
注
文

を

匸
言
。

家
業
の
板
金

の
若
き
後
継
者

と

し

て
、
ま

た
、
将
来
は

ス
キ
ー
の

指
導
員
に

と
意

欲
十
分
な
阿

保
博

幸
さ
ん
は

今
日

も
目
標
に

向
か
っ

て
若
さ
で
頑
張

る
。

み
～
つ
け
た

玉松駐車場に、村建設振興会（三上

範夫会長）が建設した、りっぱなロ グ

ハウスが置かれています。

このロ グハウスは、（財）むつ小川原

地域振興財団事業より補助金をいただき、

会員の技術研修のために建設しました。

ロ グハウスは、約三坪（畳六枚）の

大きさで中には、テーブルとイスも設

置してあります。 一度ご覧下さい。

へ定予事行月３
？
】

７９３１４１６１７１９１Ｇ
Ｊ
１３ｎ乙３？

】

ｒ
Ｄり乙

６ｎ乙 日

書

道

教
室

（
村
中

央
公

民

館

）

郷
土
史

セ

ミ
ナ

ー
（

村
中

央
公

民
館

）

書

道

教
室

（
村
中

央
公

民

館

）

離
乳
食

教
室

（
村

中

央
公

民
館

）

六
年

生
を

励
ま
す

会

書

道

教
室

（
村
中

央
公

民

館

）

卒
業
式

母
親
教

室

（
村
中

央
公

民

館

）

教
育
功

労

表
彰
式

（
村

中

央
公

民
館

）

卒

業
式

書

道
教

室
（

村
中

央
公

民
館

）

食

生
活

改

善
推

進
貢

総
会
（

村
中
央
公
民
館

）

終
了
式

行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事

中

央

公

民

館

社

会

教

育

課

中

央

公

民

館

民
　
　
生
　
　
課

蓬

田

小

学

校

中

央

公

民

館

蓬

田

中

学

校

民
　
　
生
　
　
課

教

育

委

員

会

蓬

田

小

学

校

中

央

公

民

館

民
　
　
生
　
　
課

蓬

小

・
中

学
校

担
　
　

当

談話室／行事予定

談話室
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ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

蓬
田
村
制
百
周
年
心
よ
り
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。
百
周
年
要
覧

を
拝
見
し
村
の
発
展
ぶ
り
に
驚
く

と
同
時
に
村
民
の
皆
様
の
御
努
力

に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す

さ
て
、
私
は
昭
和
三
十
六
年
三

月
上
京
し

、
現
在

の
会

社
に
就
職

し
来

年
三
月

で
三
十
一

年
勤
続
に

な
り
ま
す

。

会
社

（
本
社
東
京

、
工

場
成
田

市

）
は
明
治
創
業
百
七

年
と
歴
史

が
あ
り

、
営
業
品
目
は
上
下

水
道

用

マ
ン
ホ
ー
ル
、
鉄
蓋
製

造
販
売
。

昭
和
四
十

六
年
こ
の
業
界

に
参
戦

し

、
現
在
業
界

第
三

位

と
成

長
し

て
ま

い
り
ま
し

た
。

第
七
次
下

水
道
五

ヶ
年
計
画

措

置
法

、
日
米

構
造
協
議

の
十
年
計

画

の
整
備
目

標
と
現
状
下

、
上
下

水
道
普
及
率
四

十
四
％

が
五

年
間

で
五

十
五
％

目

標
と
今
後
に

期
待

人口と世帯数

(１月31日現在)

総人口　4,095 人
男　　1,962 人

女　　2,133 人

世帯数1,049 世帯

お誕生おめでとうございます

さ
れ
る
業
界

で
あ
り
ま
す
。

私
は
入
社

後
、
工

場
勤

務
を
拝

命
し

、
原
価

、
購
買
、
管

理
等
を

経
て
四

十
九

年
本
社
勤
務

に
な
り

人
事
、
経
理

を
経
て
現
在

資
金
、

財
務
を
担
当
し

て
お
り
ま
す
。

私
に
と
っ
て

は
残
り
少

な
い
時

間

、
年
数
で

は
あ
り
ま
す

が
、
蓬

田

村

の

二

十
二

年

間

で

培

っ

た

「
津

軽
魂
」
で
頑
張

る
所
存

で
あ

り
ま
す

。

思

え

ば
こ
の
三

十
一
年
間
健

康

体
で
大

過
な
く
人

生
を
歩
ん
で

ま

い
り
ま
し

た
。
今

は
亡
き
両
親

に

感
謝
し

て
お
る
次
第

で
す
。

女
　
　
　

女
　
　
　
　

女

長
　
　
　

長
　
　
　
　

長

寛

子
　

孝

秋
　

一

子美

和

泰
　

憲

子
　

賢

留

ぐ

ぐ

ぐ

こ
子
　
　
　

乳
化
　
　
　

大
梢

Ｓ
紀
　
　
　

い
風

ゆ
友慈
　
　
　

水
　
　
　
　
田

久
　
　
　

清
　
　
　
　

藤

日
豊
金
属
工
業
㈱

私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
現
在
、

千
葉
市
に
住
ん
で
お
り
ま
す
。
東

京
に
十
年
、
千
葉
で
二
十
一
年
に

な
り
ま
す
。
こ
の
間
三
十
八
年
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に
結
婚

し
子
供
は
三
人
、
男
一
人
、
女
二

人
の
五
人
家
族
で
す
。

も
う
子
供
達
も
大
き
く
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
歩
む
様
に
な

り
寂
し
く
思
う
今
日
頃
で
す
。

最
後
に
蓬
田
村
の
益
々
の
発
展

と
村
民
皆
様
の
御
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

めも

･１現住所／干葉市川戸町512-11

Q0472(63)0141 ･ ・生 年月日 ／昭和14 年

１月20日 ●･出身／阿弥陀川／森仁氏弟

ド 妻・道代・長男・秀之・長女・朋美

（短大２年）・次女・順子（高校３年）

S･･好き なもの／スポーツ（特にサッカ

ー）･・経歴／青森県立青森商業高等学

校卒／日豊金属工業㈱入社（昭和36 ～

3 月 ）～現在に至る

けつぱる蓬田人／戸籍の窓口

戸籍の

窓　口

１月受付分

おくやみ申し上げます

武井　 ミ　 サ（蓬　　 田　82 歳 ）

木戸　 キハナ （瀬 辺 地　83 歳 ）

工 藤　 與三郎 （蓬　　 田　82 歳 ）

上 口　 清　 吉 （長　　 科　84 歳 ）

森　 光 衞 （阿弥陀 川　83 歳 ）

加 賀 美ナサ子 （阿弥陀川　51 歳 ）

吉田　 友　 一（中　　 沢　76 歳 ）

業
務
部
次
長

晃
　

秀

さ
ん

こ

つゝ
　
　
　

し
ゅ
う

8

け
つ
ぱ
る
蓬
田
人

4

2
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